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ペロブスカイト太陽電池モジュール
高耐久化に向けたコスト試算
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ケースⅠ コスト試算結果
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ケースⅡ コスト試算結果
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推定コスト：29円/W
（31.5円/W：Ag電極）

内訳
材料費：18.7円/W

（内 セル材料：8.3円/W）
償却費：4.0円/W
人件費：2.3円/W
経費・光熱費・ﾒﾝﾃetc.：4.0円/W
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内訳 材料費：22.8円/W（内TCO付ｶﾞﾗｽ：11.1円/W）
償却費：6.6円/W
人件費：3.9円/W
経費・光熱費・ﾒﾝﾃetc.：6.2円/W

注）ＯＰＶの試算結果をベースに算出６）

注）参照データ：ダブルガラスタイプCIGS-PV４）

PVモジュールのコスト推移８）
ケースⅠの場合

右図参照の通り2014年Q1時点のコストが0.48～0.58$/Wであるため、到達時点のコストで約40円/Wでは、
市販されている太陽電池に比べ経済的な魅力は少ない。
ただし、安価なフレキシブルガラス基板が開発できるなら、R2Rによる更なる低コスト化が可能。

ケースⅡの場合なら7円/kWh達成の可能性大

本ケースの条件に、2013年後半のデータ７）「PVシステムコスト：PVモジュールコスト=3:1」を流用すると、
PVシステムコストは約90円/Wとなるため、変換効率18%の場合だと●印となる（上記 NEDO PV Challenges 参照）。
すなわちケースⅡの条件で7円/kWhが達成可能と考えられる。

低コスト化によるアプローチ

新規ペロブスカイト、新規HTM等の材料開発、界面制御技術、新規構造セル開発による高効率化、耐環境性向
上に加え、汎用プラスチック基板等の利用、製造プロセスの簡易化、材料コストの低減等を行えば、モジュールコス
ト15円/W程度（ ●印）は可能と考えられる。

研究開発課題
◎ ケースⅠ・Ⅱ共通課題

＊光電変換効率：セル21～22%、モジュール18%
＊発電層材料&HTM材料の安定化、低コスト化
＊裏面電極をAgﾅﾉｲﾝｸからC電極へ（試算値Ag：2.8円/W、C：0.3円/W）
＊量産性（歩留り、プロセススピード、面内分布の均一性etc.）

◎ ケースⅠの課題 （フレキシブルガラスが開発された場合でも課題は同じ）
＊耐光・耐熱性25～30年（耐湿性はガラス封止でカバー）
＊上記を達成するための封止技術開発、特に電極取出し部

◎ ケースⅡの課題
＊耐光・耐熱性に加え耐湿性（ﾊﾞﾘｱﾌｨﾙﾑは使用するが）25～30年
＊塗布型透明導電膜の低抵抗化
＊PENﾌｨﾙﾑの耐熱温度を考慮したTiO2低温成膜技術
＊モジュール工程の検証

NEDO・太陽光発電開発戦略１）でも指摘している通り、発電コスト目標達成シナリオは一つ
ではない。
例えばモジュール変換効率を18%と仮定すると、運転年数10数年程度でもシステム単価50円
/Wであれば7円/kWhが達成できる（図中●印）。
一方、同じ変換効率でも運転年数を増やす（高耐久化する）ことができれば、システム単価が
上昇しても7円/kWhが達成できる（図中●印）。

変換効率20%超２）・塗布プロセスで作製可能な低コスト太陽電池として期待の大きいペロブ
スカイト太陽電池では通常、低コスト化により7円/kWhを実現するアプローチ（ ●印）が取られ

るが、本検討では高耐久化によって7円/kWhを実現するアプローチ（●印）によるペロブスカイ
ト太陽電池モジュールのコスト試算を行い、それに向けての研究開発項目の抽出を行った。

なお試算は、ケースⅠ・湿度フリーを達成する目的でダブルガラス＋無機材料による端面封
止を行った場合と、ケースⅡ・塗布プロセスを使える強みを生したＲ２Ｒプロセス（基板PEN）に
ついて行った。また変換効率はモジュール18%（セル21～22%）と仮定した。

NEDO・太陽光発電開発戦略１）より
（NEDO PV Challenges）


